
国
語
教
育
コ
ー
ス
に
お
け
る
方
法
と
実
践 
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＊
岡
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＊
岡
山
理
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大
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＊
＊
岡
山
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教
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等
教
育
学
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は
じ
め
に 

  

本
学
教
育
学
部
中
等
教
育
学
科
国
語
教
育
コ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
「
日
本
語
学
」、

「
日
本
文
学
」、「
漢
文
学
」、「
国
語
科
教
育
学
」
の
四
領
域
の
研
究
者
か
ら
な
っ
て

い
る
。
二
〇
一
六
年
四
月
に
発
足
し
た
国
語
教
育
コ
ー
ス
は
二
〇
一
七
年
四
月
に
国

語
科
教
育
学
担
当
者
が
着
任
す
る
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
全
員
が
揃
う
こ
と
と
な
っ
た
。

完
成
年
度
ま
で
残
り
二
年
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
折
り
返
し
地
点
で
、
互

い
の
授
業
実
践
の
一
部
を
紹
介
し
合
い
、共
著
と
し
て
一
つ
の
実
践
論
文
と
し
て
ま

と
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
相
互
の
授
業
内
容
や
考
え
を
知
る
こ
と
は
、
プ
ラ
ス
に
働

き
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な
い
。
今
後
の
国
語
教
育
コ
ー
ス
に
お

け
る
授
業
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
上
で
、
意
義
あ
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
筆
者

は
「
国
語
科
教
育
法
」
を
主
に
担
当
し
て
い
る
が
、
学
生
が
学
ん
だ
日
本
語
学
、
日

本
文
学
、漢
文
学
の
専
門
的
知
識
を
い
か
に
現
場
の
授
業
に
結
び
付
け
る
工
夫
を
す

る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
導
く
面
も
持
つ
科
目
だ
け
に
、学
生
が
何
を
ど
の
よ
う

に
学
ぶ
か
を
知
る
こ
と
は
意
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
別
の
領
域
の
立

場
で
あ
っ
て
も
同
様
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

本
稿
で
は
「
日
本
語
学
」
の
領
域
か
ら
は
文
法
教
育
、「
日
本
文
学
」
の
領
域
か

ら
は
日
本
文
学
史
、「
漢
文
学
」
の
領
域
か
ら
は
漢
字
教
育
を
内
容
と
し
た
実
践
が

順
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
内
容
を
現
場

の
観
点
か
ら
見
て
、
ど
の
よ
う
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
国
語
科
教
育
学
の
立

場
か
ら
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。 

 

一
．
文
法
教
育
に
お
け
る
方
法
と
実
践 

一
―
一 

外
界
と
内
面
の
表
現 

 
「
外
界
の
も
の
ご
と
の
受
け
止
め
方
は
ど
の
よ
う
か
」
と
発
問
し
、
外
界
と
内

面
を
示
す
構
文
を
図
示
す
る
。
視
点
に
よ
る
視
線
を
外
界
に
向
け
る
よ
う
に
、
い
わ

ば
内
的
視
点
に
よ
る
内
的
視
線
を
内
面
に
向
け
る
。 
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〈
外
界
の
も
の
ご
と
〉 

 
 

感
動
詞 

い
つ
ど
こ
で
何(

誰)

が
ど
う
す
る 

連
語 

助
動
詞 

終
助
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何(

誰)

を
〔
に
、
と
、
…
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

ど
ん
な
だ 

 
 
 
 
 
 

〈
内
面
の
は
た
ら
き
〉 

  

梨
木
香
歩
（
一
九
九
四
）
『
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
』
新
潮
文
庫
の
冒
頭
部
分
（
９

～
13
頁
）
を
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
付
し
、
〈
外
界
の
も
の
ご
と
〉
と
〈
内
面
の
は

た
ら
き
〉
を
示
す
表
現
を
抜
き
出
さ
せ
る
。
学
生
の
回
答
を
板
書
し
、
補
足
し
な
が

ら
解
説
す
る
。
典
型
的
な
例
を
取
り
上
げ
、
品
詞
の
機
能
の
違
い
を
説
明
す
る
。 

  
 

あ
あ
、
雨
が
降
っ 

て
い
る 

の 

ね
。
（
12
頁
） 

  

「
あ
あ
」
は
感
動
詞
で
、
詠
嘆
・
応
答
の
機
能
を
示
す
。
「
雨
が
降
る
」
は
外
界

の
も
の
ご
と
を
示
す
。
「
が
」
は
格
助
詞
で
、
主
格
（
「
降
る
」
と
い
う
う
ご
き
の

主
体
が
「
雨
」
で
あ
る
こ
と
）
を
示
す
。
「
て
い
る
」
は
連
語
で
、
ア
ス
ペ
ク
ト
（
う

ご
き
の
段
階
）
を
示
す
。
「
の
」
は
準
体
助
詞
で
、
外
界
の
も
の
ご
と
を
ま
と
め
る

（
受
け
止
め
る
）
機
能
を
示
す
。
「
ね
」
は
終
助
詞
で
、
同
意
・
確
認
の
機
能
を
示

す
。 

 

一
―
二 

無
題
文
と
有
題
文 

 

題
目
（
話
題
・
主
題
の
眼
目
）
が
話
し
手
に
も
聞
き
手
（
独
言
で
は
話
し
手
自
身
）

に
も
わ
か
っ
て
い
る
と
き
は
示
さ
れ
な
い
で
、
無
題
文
と
な
る
。
話
し
手
が
あ
る
も

の
を
焦
点
と
し
て
示
す
と
き
は
、
格
助
詞
「
が
」
（
「
を
」
「
に
」
な
ど
）
を
用
い

る
。
あ
る
も
の
を
題
目
と
し
て
示
す
と
き
は
、
提
題
助
詞
（
係
助
詞
）「
は
」（
「
も
」

「
こ
そ
」
な
ど
）
を
用
い
て
、
有
題
文
と
な
る
。 

 

堀
川
波
（
二
〇
〇
三
）
『
は
じ
め
は
「
好
き
」
っ
て
気
持
ち
か
ら
』
ポ
プ
ラ
社
の

全
文
を
（
「
が
」
「
は
」
を
空
欄
に
し
て
）
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
付
し
、
い
ず
れ
か

を
記
入
さ
せ
る
。回
答
後
、補
足
し
な
が
ら
解
説
す
る
。典
型
的
な
例
を
取
り
上
げ
、

「
が
」
と
「
は
」
の
機
能
の
違
い
を
説
明
す
る
。 

  
 

で
も
、
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
は
あ
な
た
の
笑
顔
が
見
た
い
よ
。
（
26
頁
） 

 

文
の
な
か
に
「
は
」
と
「
が
」
が
含
ま
れ
る
ハ
ガ
構
文
（
有
題
文
）
で
あ
る
。 

「
は
」
は
題
目
「
わ
た
し
」
を
示
し
、
文
末
ま
で
係
る
包
括
的
機
能
が
あ
る
。「
が
」

は
「
あ
な
た
の
笑
顔
」
に
（
見
た
い
も
の
と
い
う
対
象
を
示
す
対
格
と
し
て
）
焦
点

を
当
て
、
述
部
「
見
た
い
」
と
結
び
つ
け
る
近
接
的
機
能
が
あ
る
。 

 

一
―
三 

指
示
語 

 

指
示
語
は
、
指
さ
し
て
示
す
ふ
る
ま
い
（
眼
差
し
、
身
振
り
手
振
り
）
の
言
語
表

象
で
あ
る
。
指
さ
す
方
向
（
そ
っ
ち
）
、
方
面
（
そ
ち
ら
）
、
場
所
（
そ
こ
）
、
物

（
そ
れ
）
、
限
定
（
そ
の
）
、
性
状
（
そ
う
、
そ
ん
な
）
な
ど
を
示
す
。 

 

話
し
手
に
属
す
る
も
の
ご
と
は
「
こ
」
、
聞
き
手
に
属
す
る
も
の
ご
と
は
「
そ
」
、

話
し
手
・
聞
き
手
以
外
に
属
す
る
も
の
ご
と
は
「
あ
」
で
示
す
。
な
お
、
い
ず
れ
に

属
す
る
と
も
定
ま
ら
な
い
も
の
ご
と
は
「
ど
」
と
い
う
指
示
不
定
語
と
な
る
。 

 

指
示
語
に
は
、
Ａ
現
場
指
示
、
Ｂ
文
脈
指
示
、
Ｃ
心
象
指
示
の
機
能
が
あ
る
。 

 
江
國
香
織
『
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
庭
』
（
『
つ
め
た
い
夜
に
』
（
一
九
八
九
）
新
潮

文
庫
）
の
全
文
を
（
指
示
語
に
傍
線
を
引
い
て
）
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
付
し
、
指
示

語
の
機
能
を
Ａ
～
Ｃ
の
い
ず
れ
か
で
答
え
さ
せ
る
。
回
答
後
、
補
足
し
な
が
ら
解
説

す
る
。
典
型
的
な
例
を
取
り
上
げ
、
指
示
語
の
機
能
を
説
明
す
る
。 
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①

そ
う
だ
、
②

あ
れ
を
作
ろ
う
。
鉄
板
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
炒
め
る
海
鮮
焼
き

そ
ば
。
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
い
う
音
と
け
む
り
、
ソ
ー
ス
の
こ
げ
る
匂
い
。
俄
然
食

欲
が
で
て
き
た
。 

 
 

駅
前
の
ス
ー
パ
ー
は
ほ
ど
ほ
ど
に
混
ん
で
い
た
。
主
婦
た
ち
の
テ
リ
ト
リ
ー
で

あ
る
③

こ
う
い
う
場
所
に
、
緑
色
の
カ
ゴ
を
片
手
に
闖
入
す
る
の
は
多
少
気
が

ひ
け
た
が
、
④

そ
れ
も
初
め
の
う
ち
だ
っ
た
。
も
と
も
と
⑤

こ
う
い
う
場
所
は

嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
（
183
～
184
頁
） 

  

①
②
は
心
象
指
示
、
③
⑤
は
現
場
指
示
、
④
は
文
脈
指
示
の
機
能
を
示
す
。 

 

①
②
は
語
り
手
の
独
言
ふ
う
の
内
言
の
文
で
用
い
ら
れ
、話
し
手
自
身
が
聞
き
手

と
な
る
。
①
は
聞
き
手
（
こ
こ
で
は
話
し
手
自
身
）
に
属
す
る
も
の
ご
と
の
性
状
を

示
し
、
想
像
を
め
ぐ
ら
す
心
象
群
の
な
か
の
あ
る
心
象
を
指
示
す
る
気
づ
き
（
自
己

確
認
）
を
示
す
。
②
は
語
り
手
、
読
者
以
外
に
属
す
る
物
を
示
し
、
記
憶
の
な
か
の

心
象
群
か
ら
「
海
鮮
焼
き
そ
ば
」
の
記
憶
心
象
を
想
起
し
て
示
す
。 

 

③
⑤
は
、語
り
手
が
駅
前
の
ス
ー
パ
ー
の
店
内
と
い
う
現
場
の
性
状
を
指
示
す
る
。 

 

④
は
、聞
き
手
で
あ
る
読
者
が
す
で
に
読
ん
で
理
解
し
て
い
る
も
の
ご
と
と
し
て
、

文
章
の
脈
絡
の
な
か
で
、
直
前
に
あ
る
文
「
主
婦
た
ち
の
テ
リ
ト
リ
ー
で
あ
る
こ
う

い
う
場
所
に
、
緑
色
の
カ
ゴ
を
片
手
に
闖
入
す
る
の
は
多
少
気
が
ひ
け
た
」
を
指
し

て
い
る
。 

 

一
―
四 

存
在
の
表
現 

 

意
思
の
な
い
も
の
（
自
然
現
象
、
鉱
物
、
人
工
物
、
植
物
、
抽
象
的
な
も
の
）
の

存
在
は
「
あ
る
」、
意
思
の
あ
る
も
の
（
動
物
、
人
間
）
の
存
在
は
「
い
る
」
で
示

す
。 

 

い
く
つ
か
の
文
を
（
「
あ
る
」
「
い
る
」
を
空
欄
に
し
て
）
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配

付
し
、
い
ず
れ
か
を
記
入
さ
せ
る
。
回
答
後
、
補
足
し
な
が
ら
解
説
す
る
。
典
型
的

な
例
を
取
り
上
げ
、
「
あ
る
」
と
「
い
る
」
の
機
能
の
違
い
を
説
明
す
る
。 

  
 

今
日
は
活
き
の
い
い
魚
が
（
あ
る
）
よ
。 

《
魚
屋
》 

 
 

水
槽
の
中
に
き
れ
い
な
魚
が
（
い
る
）
よ
。
《
水
族
館
》 

  

同
じ
「
魚
」
で
も
、
場
面
に
応
じ
て
、
前
者
で
は
物
（
商
品
）
と
し
て
扱
い
、
後

者
で
は
生
き
も
の
（
動
物
）
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
る
。 

 

黒
田
三
郎
の
詩
『
そ
こ
に
ひ
と
つ
の
席
が
』『
突
然
僕
に
は
わ
か
っ
た
の
だ
』『
微

風
の
な
か
で
』
『
僕
は
ま
る
で
ち
が
っ
て
』
（
現
代
詩
文
庫
６
『
黒
田
三
郎
詩
集
』

（
一
九
六
八
）
思
潮
社
）
の
な
か
で
、
「
あ
る
」
「
い
る
」
が
心
象
の
な
か
の
存
在

を
象
徴
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。 

 

一
―
五 

変
化
の
表
現 

 

出
来
事
（
も
の
ご
と
の
変
化
）
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。 

 

冬
の
朝
、
池
の
水
が
冷
え
て
、
し
ぜ
ん
に
水
に
な
る
と
き
、
事
態
Ａ
（
水
）
は
状

態
ａ
（
ぬ
る
い
状
態
）
か
ら
状
態
ｂ
（
冷
た
い
状
態
）
に
変
化
し
、
事
態
Ｂ
（
氷
）

と
な
る
。 

  
 

冷
た
く
な
る
。
（
状
態
の
変
化
） 

 
 

氷
に
な
る
。 

（
事
態
の
変
化
） 

 
 

氷
と
な
る
。 

（
事
態
の
変
化
、
情
緒
・
感
慨
） 

  

「
な
る
」
は
自
然
的
推
移
（
過
程
）
と
し
て
変
化
を
捉
え
る
。
「
な
る
」
に
前
接
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す
る
「
く
」
は
状
態
、
「
に
」
「
と
」
は
事
態
の
変
化
を
示
す
（
「
と
」
は
外
界
と

内
面
が
同
時
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
語
り
手
の
情
緒
・
感
慨
が
加
わ
る
）
。 

 

来
客
を
も
て
な
す
た
め
に
、水
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
氷
に
す
る
と
き
、事
態
Ａ（
水
）

の
状
態
ａ
（
ぬ
る
い
状
態
）
は
状
態
ｂ
（
冷
た
い
状
態
）
に
変
化
し
、
事
態
Ｂ
（
氷
）

と
な
る
。 

  
 

冷
た
く
す
る
。
（
状
態
の
変
化
） 

 
 

氷
に
す
る
。 

（
事
態
の
変
化
） 

 
 

氷
と
す
る
。 

（
事
態
の
変
化
、
情
緒
・
感
慨
） 

  

「
す
る
」
は
因
果
関
係
と
し
て
変
化
を
捉
え
る
。
「
す
る
」
に
前
接
す
る
「
く
」

は
状
態
、
「
に
」
「
と
」
は
事
態
の
変
化
を
示
す
（
「
と
」
は
外
界
と
内
面
が
同
時

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
語
り
手
の
情
緒
・
感
慨
が
加
わ
る
）
。 

 

同
じ
出
来
事
（
も
の
ご
と
の
変
化
）
に
つ
い
て
、
二
通
り
の
捉
え
方
が
あ
り
、
二

つ
の
表
現
形
式
が
あ
る
。 

  
 

凍
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
氷
に
な
る
。
） 

 
 

凍
ら
せ
る
（
凍
ら
す
）
。
（
氷
に
す
る
。
） 

  

あ
ら
ゆ
る
動
き
の
表
現
に
は
、
自
然
的
表
現
（
「
な
る
」
系
）
と
行
為
的
（
意
思

的
）
表
現
（
「
す
る
」
系
）
が
あ
り
、
動
詞
の
自
他
と
も
関
わ
る
。
古
語
で
考
え
る

と
、
語
形
の
対
応
が
わ
か
る
。 

 

「
な
る
」
と
「
な
す
」
（
→
「
す
」
→
「
す
る
」
）
は
、
〔
ｒ
〕
と
〔
ｓ
〕
の
交

替
形
で
あ
る
。
「
凍
る
」
と
「
凍
ら
す
」
は
、
〔
ａ
ｒ
〕
の
添
加
形
に
よ
る
。
「
塞

が
る
」
と
「
塞
ぐ
」
は
、
〔
ａ
ｓ
〕
の
添
加
形
に
よ
る
。
〔
ｒ
〕
は
自
、
〔
ｓ
〕
は

他
に
関
わ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
助
動
詞
「
る
」
「
ら
る
」
と
「
す
」
「
さ
す
」
の

対
応
に
も
み
ら
れ
る
）
。 

 

「
な
る
」
「
す
る
」
を
含
む
い
く
つ
か
の
文
を
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
付
し
、
意
味

の
違
い
を
考
え
さ
せ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
八
木
重
吉
『
玉
』
（
郷
原
宏
編
『
八
木
重
吉
詩
集
』
旺
文
社
文
庫
（
一

九
七
八
）
32
頁
）
を
取
り
上
げ
る
。 

  
 

わ
た
し
は 

 
 

玉
に 

な
ろ
う
か
し
ら 

  
 

わ
た
し
に
は 

 
 

何
に
も 

玉
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
ゆ
え 

  

「
玉
に
な
る
」
と
「
玉
に
す
る
」
の
対
応
が
み
ら
れ
る
。
「
玉
」
は
美
し
い
純
粋

な
価
値
あ
る
も
の
の
象
徴
で
、
「
に
」
は
到
達
点
を
示
す
。
「
な
る
」
は
自
然
的
推

移
、
「
す
る
」
は
も
の
へ
の
働
き
か
け
（
作
為
）
を
示
す
。
「
う
」
は
意
志
、
「
か

し
ら
」
（
係
り
結
び
「
か
知
ら
ぬ
」
に
由
来
す
る
）
は
や
わ
ら
か
い
疑
問
を
示
し
、

併
せ
て
願
い
を
示
す
。
第
一
連
と
第
二
連
は
倒
置
に
な
っ
て
い
る
。 

 

実
生
活
で
は
能
力
的
・
技
術
的
に
無
力
で
あ
る
が
、
せ
め
て
自
然
の
理
に
沿
っ
た

純
粋
な
生
き
方
を
し
た
い
と
い
う
願
い
が
示
さ
れ
る
。 

 
一
―
六 

自
他
の
表
現 

 

動
詞
の
自
他
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
文
を
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
付
し
、意
味
の
違

い
を
考
え
さ
せ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
立
原
道
造
『
は
じ
め
て
の
も
の
に
』
（
中
村
真
一
郎
編
『
立
原
道
造
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詩
集
』
角
川
文
庫
（
一
九
五
二
）
11
頁
）
を
取
り
上
げ
る
。 

  
 

さ
さ
や
か
な
地
異
は 

そ
の
か
た
み
に 

 
 

灰
を
降
ら
し
た 

こ
の
村
に 

ひ
と
し
き
り 

 
 

灰
は
か
な
し
い
追
憶
の
や
う
に 

音
立
て
て 

 
 

樹
木
の
梢
に 
家
々
の
屋
根
に 

降
り
し
き
っ
た 

  

「
地
異
」
は
地
上
に
起
こ
る
異
変
で
、
こ
こ
で
は
昭
和
の
初
め
の
浅
間
山
の
噴
火

を
指
す
。「
か
た
み
」
は
し
る
し
を
示
す
。「
降
り
し
き
る
」
は
頻
り
に
降
る
こ
と
、

降
り
続
く
こ
と
を
示
す
。
「
（
灰
が
）
降
る
」
と
「
（
地
異
が
）
（
灰
を
）
降
ら
す
」

と
い
う
自
他
の
対
応
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
然
的
推
移
、
因
果
関
係
に
よ
る
出
来
事

を
示
す
。
も
の
ご
と
の
捉
え
方
（
観
点
）
が
異
な
る
。 

 

「
降
ら
す
」
は
、
浅
間
山
の
噴
火
が
原
因
と
な
っ
て
火
山
灰
を
軽
井
沢
村
に
も
た

ら
す
こ
と
を
示
す
。
「
降
る
」
は
、
灰
そ
の
も
の
の
動
き
を
示
す
。 

 

現
象
（
出
来
事
、
も
の
ご
と
の
変
化
）
は
無
意
識
的
な
こ
と
の
ほ
か
に
、
そ
れ
自

体
、
媒
介
す
る
も
の
、
関
わ
る
他
の
三
者
を
め
ぐ
る
う
ご
き
で
示
さ
れ
る
。
和
語
（
古

語
）
で
は
、
子
音
の
交
替
形
（
ｙ
、
ｒ
、
ｓ
）
で
示
さ
れ
る
。 

  
 

無
意
識
（
ゆ
）
…
感
覚 

聞
こ
ゆ 

 
 

な
る
系
（
る
）
…
推
移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

凍
る 

 

降
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞
か
る 

…
自
然
可
能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
身 

 
 
 
 
 

降
ら
る 

 
 

な
す
系
（
す
）
…
因
果 

聞
く 

 
 
 
 
 
 

凍
ら
す 

降
ら
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞
か
す 

…
媒
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞
か
さ
す
…
使
役 

 
 
 
 
 

降
ら
さ
す 

  

日
本
語
で
は
、
自
然
（
運
命
）
と
人
事
（
人
の
営
み
）
を
一
体
的
に
表
現
す
る
。 

  
 

風
に
吹
か
れ
る
。 

 

（
間
接
受
身
） 

 
 

雨
に
降
ら
れ
る
。 

 

（
迷
惑
の
受
身
） 

 
 

子
ど
も
に
死
な
れ
る
。
（
被
害
の
受
身
） 

 
 

子
ど
も
を
死
な
せ
る
。
（
自
責
） 

  

第
一
～
三
例
は
、
間
接
受
身
（
迷
惑
、
被
害
の
受
身
な
ど
）
と
呼
ば
れ
る
。
第
四

例
で
は
、
語
り
手
が
親
で
あ
る
と
き
、
親
の
行
為
が
間
接
的
原
因
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
自
責
に
よ
る
後
悔
の
念
が
示
さ
れ
る
。 

 

一
―
七 

課
題 

 

文
法
事
項
と
し
て
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
（
動
き
の
段
階
）
の
表
現
、
「
だ
」
で
終
る

表
現
（
指
定
、
断
定
、
凝
想
な
ど
）
も
あ
る
。 

 

演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
）
を
織
り
込
む
と
理
解
が
深
ま
る
が
、
一
定
の
授

業
時
間
内
に
必
要
な
文
法
事
項
が
入
り
き
ら
な
く
な
る
。講
義
を
多
く
す
れ
ば
文
法

事
項
を
カ
バ
ー
で
き
る
が
、
理
解
が
深
ま
ら
な
く
な
る
。 

 

学
生
の
実
態
に
応
じ
て
、演
習
形
式
と
講
義
形
式
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 
参
考
文
献 

（
１
） 
三
上
章(

一
九
六
〇)

『
象
は
鼻
が
長
い
』
く
ろ
し
お
出
版 

（
２
） 

佐
久
間
鼎(

一
九
五
一)

『
現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
』 

厚
生
閣 

（
３
） 

池
上
嘉
彦(
一
九
八
一)

『
「
す
る
」
と
「
な
る
」
の
言
語
学
』 

大
修
館
書
店 
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（
４
） 

寺
村
秀
夫(

一
九
八
二)

『
日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
』 

く
ろ
し
お
出
版 

 
二
．「
日
本
文
学
史
」
テ
キ
ス
ト
作
成
の
試
み 

二
―
一 
は
じ
め
に 

本
学
の
教
育
学
部
中
等
教
育
学
科
国
語
教
育
コ
ー
ス
は
中
学
・
高
校
の
国
語
教
員

養
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
日
本
文
学
領
域
の
科
目
と
し
て
、 

日
本
文
学
概
論 

日
本
文
学
史 

日
本
文
学
Ⅰ(

古
典) 

日
本
文
学
Ⅱ(

近
・
現
代) 

国
語
科
内
容
論
Ｂ 

国
語
科
教
材
分
析
・
開
発
演
習
Ｂ 

の
六
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
教
科
内
容
学(

教
科
専
門)

と
言
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
右
の
内
の
日
本
文
学
Ⅱ(

近
・
現
代)

を
除
く
五
科
目
を
担

当
し
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
中
の
「
日
本
文
学
史
」
に
つ
い
て
、
授
業
の
テ
キ
ス
ト

を
作
成
す
る
試
み
を
中
心
に
報
告
し
た
い
。 

 

二
―
二 

背
景
と
目
的 

大
学
・
短
大
に
於
け
る
「
日
本
文
学
史
」
テ
キ
ス
ト
の
出
版
は
汗
牛
充
棟
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
全
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
文
学
専
攻
の
学
生
向
け
、
あ
る
い
は
そ
れ
を

想
定
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
教
育
養
成
系
大
学
・
学
部
に
お
い
て
も
同
一

の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
授
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
文
学
部(

１)

で
は
最
低
で
も
古
典

二
単
位
、
近
代
二
単
位
、
計
四
単
位
と
し
、
担
当
者
も
古
典
の
専
門
教
員
、
近
代
の

専
門
教
員
の
二
名(

あ
る
い
は
そ
れ
以
上)

と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る(

２)

。
こ
れ
は

日
本
文
学
が
一
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
教
員
の
専
門
も
細
分
化
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。 

文
学
史
の
テ
キ
ス
ト
は
単
独
の
著
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、一
人
ま

た
は
複
数
の
編
者
の
も
と
、各
時
代
と
ジ
ャ
ン
ル
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
得
意

と
す
る
と
こ
ろ
を
分
担
執
筆
す
る
場
合
が
通
例
で
あ
る
。
勢
い
テ
キ
ス
ト
は
新
味
や

独
自
性
の
追
求
に
走
り
が
ち
で
、
中
に
は
特
殊
な
分
野
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
売
り

に
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。し
か
し
こ
れ
は
日
々
進
化
す
る
学
界
の
趨
勢
か
ら
す
れ

ば
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
新
味
も
独
自
性
も
な
い
文
学
史
テ
キ
ス
ト
で
は
意
味
も
な

い
し
、
採
算
も
と
れ
な
い
だ
ろ
う
。
但
し
今
日
の
大
学
生
の
学
力
か
ら
み
れ
ば
日
本

文
学
を
専
門
と
す
る
大
学
院
生
向
け
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト

が
中
学
・
高
校
国
語
教
員
を
め
ざ
す
教
育
学
部
生
に
と
っ
て
最
適
か
と
言
う
と
、
そ

れ
は
疑
問
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
深
く
通
じ
て
い
る
こ
と
は
理
想
で
あ
る
が
、
教
科
内

容
学
と
し
て
の
枠
と
要
請
が
あ
る
し
、
授
業
で
十
分
こ
な
せ
な
け
れ
ば
無
意
味
で
あ

る
。 「

日
本
文
学
史
」
の
授
業
は
一
年
秋
学
期
開
講
、
二
単
位
、
教
職
・
卒
業
と
も
必

修
で
あ
る
。一
人
の
教
員
が
一
三
〇
〇
年
を
一
五
回
の
授
業
で
扱
う
に
は
相
応
の
工

夫
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。作
品
と
作
者
の
名
前
を
暗
記
す
る
だ
け
の
授
業
と
な
れ
ば
、

学
生
は
興
味
を
失
う
だ
ろ
う
し
、
個
々
の
作
品
を
深
く
取
り
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、

も
は
や「
文
学
史、
」で
は
な
く
文
学
講
読
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。 

こ
れ
ら
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
、
魔
法
の
杖
は
な
い
。
が
、
現
実
問
題
と
し
て

授
業
は
担
当
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
従
来
の
文
学
史
テ
キ
ス
ト
に
と
ら
わ
れ
ず
、

本
学
の
実
状
に
合
っ
た
中
・
高
国
語
教
員
養
成
の
た
め
の
簡
に
し
て
要
を
得
た
テ
キ

ス
ト
を
作
成
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
発
端
で
あ
る
。
要
件
と
し
て
は
、
学
生
が
教

員
に
な
っ
た
と
き
の
必
要
性
に
応
じ
て
厳
選
さ
れ
た
内
容
と
量
で
、一
人
の
教
員
が

一
五
回
で
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
但
し
授
業
以
外
の
読
み
物
と
し
て

も
楽
し
め
る
内
容
と
学
術
的
な
レ
ベ
ル
も
保
つ
。
最
終
的
に
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
用
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い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
魅
力
的
な
「
日
本
文
学
史
」
の
授
業
を
展
開
す
る
の
が
目
的

で
あ
る
。 

 二
―
三 
平
成
二
八
年
度
版
テ
キ
ス
ト 

授
業
担
当
一
年
目
の
平
成
二
八
年
度
は
当
初
、
高
校
の
国
語
科
副
読
本
を
テ
キ
ス

ト
に
予
定
し
て
い
た(

３)

。
プ
リ
ン
ト
配
布
だ
け
で
は
心
許
な
い
し
、
学
生
達
も
教

師
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
教
え
る
の
だ
か
ら
と
い
う
理
由
の
他
に
、

上
述
の
よ
う
に
適
当
な
も
の
が
な
い
の
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。
が
、
せ
っ
か
く

大
学
生
に
な
っ
た
の
に
高
校
生
用
の
テ
キ
ス
ト
と
い
う
の
も
ど
う
か
、
と
思
い
立
っ

た
の
は
開
講
の
三
ヶ
月
前
で
あ
る
。
時
間
的
な
余
裕
の
な
い
中
、
一
五
回
の
授
業
で

具
体
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
せ
い
ぜ
い
一
四
作
品
な
の
で
欲
張
ら
ず
、文
学
史

上
の
著
名
な
三
六
人
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。三
十
六
歌
仙
に
ち
な
ん
で

『
も
の
書
く
人
々
―
日
本
文
学
36
人
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
―
』
と
銘
打
っ
た
。
長
大

な
文
学
の
歴
史
を
約
四
〇
年
間
隔
で
素
描
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
四
〇
年
は
意
味
な

し
と
し
な
い
。
今
も
昔
も
ほ
ぼ
人
の
一
生
、

一
世
代
を
画
す
る
時
間
で
あ
る
。 

体
裁
は
Ａ
５
版
、
一
三
五
頁
、
カ
ラ
ー

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
自
家
印

刷
。
製
本
の
み
業
者
に
発
注
し
た
。
表
紙

は
薄
紫
色
の
レ
ザ
ッ
ク
215
㌔
。
写
真
参

照
。  

【
資
料
Ⅰ
】
に
目
次
を
掲
出
す
る
。「
は
じ
め
に
」
で
本
テ
キ
ス
ト
の
主
旨
、
特

徴
、
使
い
方
を
述
べ
、
概
説
は
小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
の
詩
学
』(

一
九
九
八
、
み

す
ず
書
房)

に
基
づ
い
て
い
る
。
三
六
人
の
時
代
ご
と
の
配
分
と
し
て
は
上
代
二
人
、

中
古
七
人
、
中
世
九
人
、
近
世
六
人
、
近
・
現
代
一
二
人
に
な
る
。
合
間
に
コ
ラ
ム 

【
資
料
Ⅰ
】 

 

                       

 

18 

飯
尾
宗
祇
と
『新
撰
菟
玖
波
集
』 

19 

井
原
西
鶴
と
『武
家
義
理
物
語
』 

20 

近
松
門
左
衛
門
と
『曾
根
崎
心
中
』 

21 

松
尾
芭
蕉
と
『幻
住
庵
の
記
』 

22 

与
謝
蕪
村
と
『新
花
摘
』 

23 

本
居
宣
長
と
『う
ひ
山
ぶ
み
』 

24 

上
田
秋
成
と
『雨
月
物
語
』 

🌺

コ
ラ
ム 

歴
史
的
仮
名
遣
い 

25
二
葉
亭
四
迷
と
『浮
雲
』 

26 

樋
口
一
葉
と
『に
ご
り
え
』 

🌺

コ
ラ
ム 

言
文
一
致
運
動
と 

現
代
か
な
づ
か
い 

27 

夏
目
漱
石
と
『夢
十
夜
』 

28 

森
鴎
外
と
『半
日
』  

29 

泉
鏡
花
と
『琵
琶
伝
』 

30 

正
宗
白
鳥
と
『入
江
の
ほ
と
り
』  

🌺

コ
ラ
ム 

自
然
主
義
運
動
と
私
小
説 

31 

芥
川
龍
之
介
と
『鼻
』 

32 

永
井
荷
風
と
『腕
く
ら
べ
』 

33 

谷
崎
潤
一
郎
と
『蓼
食
ふ
虫
』 

34 

太
宰
治
と
『道
化
の
華
』 

35 

川
端
康
成
と
『十
六
歳
の
日
記
』  

36 

三
島
由
紀
夫
と
『仮
面
の
告
白
』 

 
は
じ
め
に 

 

概 

説 

１ 

太
安
万
侶
と
『古
事
記
』 

２ 

大
伴
家
持
と
『万
葉
集
』 

🌺

コ
ラ
ム 

万
葉
仮
名
っ
て
何
？ 

３ 

紀
貫
之
と
『古
今
和
歌
集
』 

４ 

在
原
業
平
と
『伊
勢
物
語
』 

５ 

清
少
納
言
と
『枕
草
子
』 

６ 

紫
式
部
と
『源
氏
物
語
』 

７ 

讃
岐
典
侍
と
『讃
岐
典
侍
日
記
』 

８ 

建
礼
門
院
右
京
大
夫
と 

『建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』 

９ 

後
白
河
院
と
『梁
塵
秘
抄
』 

10 

藤
原
定
家
と
『新
古
今
和
歌
集
』 

🌺

コ
ラ
ム 

日
本
的
美
意
識
と
勅
撰
和
歌
集

11 

西
行
と
『撰
集
抄
』 

12 

鴨
長
明
と
『方
丈
記
』 

13 

後
深
草
院
二
条
と
『と
は
ず
が
た
り
』 

14 

無
住
と
『沙
石
集
』 

15 

卜
部
兼
好
と
『徒
然
草
』 

🌺

コ
ラ
ム 

古
典
リ
テ
ラ
シ
ー 

16 

二
条
良
基
と
『小
島
の
く
ち
ず
さ
み
』 

17 

世
阿
弥
元
清
と
『八
嶋
』 

🌺
コ
ラ
ム 

楽
豆
知
識 
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を
七
つ
入
れ
た
。
こ
れ
は
楽
し
い
読
み
物
風
を
意
図
し
て
「
で
す
・
ま
す
」
調
で
書

い
て
い
る
。 

三
六
回
の
基
本
的
な
頁
設
定
は
【
資
料
Ⅱ
】
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
例
と
し

て
14
無
住
と
『
沙
石
集
』
の
回
を
掲
出
す
る
。
基
本
的
に
は
テ
キ
ス
ト
の
見
開
き

二
頁
で
一
回
分
で
あ
る
が
、主
要
な
作
品
は
三
～
四
頁
分
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
編
集
方
針
と
し
て
は
と
も
か
く
多
く
の
こ
と
を
盛
り
込
も
う
と
し
な
い
こ
と
、

minimum essentials
を
金
科
玉
条
と
し
た
。
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
板
書
と
補
助

プ
リ
ン
ト
で
補
え
ば
よ
い
の
だ
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
学
生
が
手
に
取
っ
て
読
ん
で
く

れ
る
こ
と
は
期
待
し
が
た
い
だ
ろ
う
。 

前
半
が
作
者
の
伝
記
事
項
と
短
い
解
説
、
後
半
が
「
原
文
を
読
ん
で
み
よ
う
」
と

し
て
作
品
の
ほ
ん
の
さ
わ
り
を
入
れ
て
い
る
。原
文
は
国
語
教
員
養
成
の
観
点
か
ら

教
科
書
に
採
ら
れ
る
著
名
作
品
の
冒
頭
は
で
き
る
だ
け
掲
出
し
、
併
せ
て
も
う
一
箇

所
別
の
部
分
も
掲
出
し
て
い
る
。
古
典
作
品
の
場
合
は
現
代
語
訳
も
付
け
て
い
る
。

こ
れ
は
少
し
で
も
作
品
に
ふ
れ
て
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、作
品
の
現

代
語
訳
を
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
説
末
尾
に

は
入
手
し
易
く
、
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
参
考
文
献
を
一
～
二
冊
程
度
あ
げ
て
い
る
。

マ
ン
ガ
や
小
説
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
他
、
紙
面
の
空
き
を
利
用
し
て
簡

単
で
短
い
囲
み
記
事
「
稗
田
阿
礼
は
男
性
か
女
性
か
？
」「
紫
式
部
の
清
少
納
言
評
」

「
古
典
の
日
」「
映
画
『
羅
生
門
』
と
芥
川
龍
之
介
と
今
昔
物
語
集
」「
元
祖
キ
ラ
キ

ラ
ネ
ー
ム
」
な
ど
を
入
れ
た
り
、
作
家
の
顔
写
真
、
絵
巻
の
一
部
、
本
の
表
紙
な
ど

を
入
れ
た
り
し
た
。 

 

二
―
四 

授
業
の
内
容 

授
業
は
、
第
一
回
で
授
業
の
目
的
、
進
め
方
な
ど
の
説
明
。
第
二
～
一
五
回
ま
で

は
、
テ
キ
ス
ト
を
基
に
毎
回
一
人
物
を
取
り
上
げ
、
必
ず
一
回
で
完
結
す
る
よ
う
に 

【
資
料
Ⅱ
】 
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す
る
の
が
鉄
則
で
あ
る
。一
回
に
複
数
人
は
時
間
的
に
不
可
能
で
薄
い
内
容
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
経
験
的
に
承
知
済
み
で
あ
っ
た
。二
回
に
亘
っ
て
は
取
り
上
げ
る

作
品
数
が
も
っ
と
少
な
く
な
る
。 

平
成
二
八
年
度
の
授
業
で
取
り
上
げ
た
の
は
【
表
Ⅰ
】
の
１
・
５
・
７
・
８
・

９
・
11
・
13
・
17
．
19
・
20
・
24
・
27
・
35
・
36
の
一
四
人
で
あ
る
。
著

名
な
『
万
葉
集
』『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
或
い
は
中
世
の
随
筆
『
方
丈
記
』
や

『
徒
然
草
』
が
抜
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
春
学
期
開
講
の
日
本
文
学
概
論(

必
修
・

二
単
位)

で
既
に
取
り
上
げ
た
作
品
や
次
年
度
以
降
開
講
の
三
科
目
で
取
り
上
げ
る

予
定
の
作
品
で
あ
る
。
残
り
は
授
業
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
作
者
・
作
品
と

な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ご
く
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
ス
キ
ッ
プ
し
た
。 

一
回
の
授
業
の
構
成
は
基
本
的
に
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

・
前
回
の
授
業
の
復
習
小
テ
ス
ト 

一
〇
分 

・
前
回
や
っ
た
復
習
小
テ
ス
ト
の
返
却
と
コ
メ
ン
ト 

一
〇
分 

・
今
回
の
人
物
と
作
品 

七
〇
分 

１
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く
解
説(

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
視
聴
覚
教
材
の
併
用

も
あ
り) 

２
原
文
の
一
部
を
音
読(

隣
の
学
生
と
声
を
出
し
て
読
み
合
う) 

３
原
文
の
解
説 

４
原
文
の
一
部
を
原
稿
用
紙
に
書
く(

二
〇
〇
字
～
三
〇
〇
字
程
度) 

５
質
問
を
受
け
る 

・
次
回
の
予
定
の
告
知 

１
の
視
聴
覚
教
材
は
近
松
門
左
衛
門
の
回
の
人
形
浄
瑠
璃
解
説
な
ど
に
有
効
で
あ

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
の
「
10
ミ
ニ
ッ
ツ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
シ
リ
ー
ズ
は
短
時
間
で
要
領
よ
く

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
加
賀
美
幸
子
氏
な
ど
の
朗
読
部
分
も
秀
逸
で
あ
る
。 

４
は
原
稿
用
紙
の
使
い
方
、韻
文
と
散
文
の
モ
ー
ド
に
よ
る
表
記
法
の
違
い
を
学

ば
せ
る
の
に
よ
い
。
正
し
い
書
写
が
出
来
な
い
学
生
が
多
く
、
手
書
き
は
国
語
教
員

と
し
て
の
リ
テ
ラ
シ
ー
養
成
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
。各
自
が
一
四
回
分
書
き

溜
め
て
お
き
、一
六
回
目
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
編
集
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
但
し
一
四
作
品
で
は
い
さ
さ
か
寂
し
い
の
で
、
日
本
文
学
概
説
で
も
原

文
を
原
稿
用
紙
に
書
か
せ
て
お
り
、こ
れ
も
含
め
て
一
八
作
品
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に

す
る
こ
と
と
し
た
。
編
集
は
、
表
紙
に
ふ
さ
わ
し
い
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
、
目
次
を

つ
け
る(

原
文
に
通
し
で
頁
を
打
つ)

こ
と
が
条
件
で
、一
八
作
品
揃
っ
て
い
な
い
も

の
は
受
け
付
け
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
「
日
本

文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
か
ら
「
日
本
文
学
い
い
と
こ
集
」「
ち
ょ
っ
と
深
イ
イ
日
本

文
学
」
な
ど
学
生
個
々
の
セ
ン
ス
が
表
れ
て
お
も
し
ろ
い
。
イ
ラ
ス
ト
な
ど
入
れ
て

も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
提
出
物
は
全
員
の
も
の
を
一
頁
ず
つ
点
検
し
、

誤
字
・
脱
字
・
脱
文
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
返
却
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
重
労
働
で
あ
る
。
授
業
の
構
成
と
内
容
は
今
し
ば
ら
く
こ
れ
を

継
続
し
て
成
果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

一
六
回
目
に
六
〇
分
の
筆
記
試
験
を
行
う
。
成
績
は
こ
の
筆
記
試
験
60
％
、
提

出
物
20
％
、
小
テ
ス
ト
20
％
で
評
価
す
る
。
提
出
物
は
一
応
指
示
を
ク
リ
ア
ー
し

て
い
れ
ば
満
点
の
評
価
を
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
筆
記
試
験
の
点
数
が
芳
し
く
な
く
、

全
体
で
60
％
に
届
か
な
い
者
が
出
る
。
そ
こ
は
厳
密
に
不
可
と
し
て
再
履
修
さ
せ

た
。 

 

二
―
五 

反
省
と
改
善
に
向
け
て 

 
テ
キ
ス
ト
が
授
業
担
当
者
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
の
で
授
業
の
構
成
と
テ
キ
ス

ト
が
連
動
し
て
お
り
、
容
易
に
授
業
を
組
み
立
て
ら
れ
る
の
は
大
き
な
利
点
で
あ
っ

た
。
学
生
に
は
一
冊
五
四
〇
円
で
販
売
し
た
。
こ
れ
は
外
注
し
た
製
本
代
だ
け
の
値

段
で
あ
る
が
、
受
講
者
が
三
三
名
と
少
な
い
た
め
赤
字
と
な
っ
た
。
プ
リ
ン
タ
ー
の
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ト
ナ
ー
代
、
紙
代
は
研
究
費
か
ら
の
持
ち
出
し
に
な
っ
た
。 

テ
キ
ス
ト
の
体
裁
の
面
で
は
、
カ
ラ
ー
写
真
も
入
れ
る
た
め
、
裏
写
り
を
恐
れ
て

八
二
㌘
の
中
厚
紙
を
用
い
た
の
だ
が
、
開
き
に
く
く
、
こ
れ
は
学
生
に
不
評
で
あ
っ

た
。
判
型
が
小
さ
い
こ
と
は
軽
量
で
好
評
で
あ
っ
た
反
面
、
書
き
込
み
に
は
余
白
が

少
な
く
や
は
り
不
満
を
残
し
た
。 

内
容
の
面
で
は
、「
36
人
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
」
と
し
た
た
め
人
物
優
先
に
な
り
、

生
没
年
の
明
ら
か
な
人
物
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
作
者
未
詳
の
『
今
昔
物
語
集
』『
平
家
物
語
』
な
ど
、
説
話
文
学
の

巨
峰
、
軍
記
の
雄
と
言
わ
れ
る
作
品
が
除
か
れ
る
と
い
う
憂
き
目
を
見
た
。
や
は
り

作
品
主
体
で
編
む
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。 

国
語
科
内
容
学
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
古
典
の
７
讃
岐
典
侍
、
13
後
深
草

院
二
条
、
近
代
の
29
泉
鏡
花
、
30
正
宗
白
鳥
、
32
永
井
荷
風
、
33
谷
崎
潤
一
郎
、

35
川
端
康
成
、
36
三
島
由
紀
夫
あ
た
り
は
他
に
替
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
正

宗
白
鳥
は
岡
山
県
和
気
郡
穂
浪
村(

現
備
前
市)

の
出
身
で
、郷
土
の
作
家
と
い
う
点

で
選
定
し
た
が
、
岡
山
出
身
学
生
で
も
そ
の
名
を
知
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
い
な
か

っ
た
。
教
科
書
で
お
馴
染
み
の
宮
沢
賢
治
、
志
賀
直
哉
、
井
伏
鱒
二
な
ど
を
入
れ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、近
代
の
韻
文
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
高
村
光
太
郎
、中
原
中
也
、

萩
原
朔
太
郎
な
ど
を
近
代
詩
と
し
て
一
回
分
に
ま
と
め
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。 

「
原
文
を
読
ん
で
み
よ
う
」
で
ど
の
作
品
を
選
ぶ
か
、
或
い
は
選
ん
だ
作
品
の
ど

の
部
分
を
掲
出
す
る
か
も
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。
16
二
条
良
基
は
『
小
島
の
く

ち
ず
さ
み
』
で
は
な
く
『
菟
玖
波
集
』
を
、
21
松
尾
芭
蕉
は
『
幻
住
庵
の
記
』
で

は
な
く
紀
行
『
奥
の
細
道
』
を
、
22
与
謝
蕪
村
も
『
新
花
摘
』
で
は
な
く
俳
諧
を

選
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
の
反
省
を
踏
ま
え
て
大
き
な
改
訂
を
加
え
た
平
成
二
九
年
度
版
の
作
成

を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
学
の
教
育
改
革
推
進
事
業
の
公
募
に
接
し
た
。「
中
学
・

高
校
国
語
教
員
養
成
に
於
け
る
「
日
本
文
学
史
」
テ
キ
ス
ト
の
作
成
と
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
授
業
展
開
の
試
み
」
と
題
し
て
応
募
し
た
と
こ
ろ
幸
い
に
採
択
さ
れ
、
助
成
が
得

ら
れ
た
。既
に
一
年
目
の
事
業
と
し
て
平
成
二
九
年
度
版
の
テ
キ
ス
ト
作
成
は
完
了

し
、
現
在
授
業
に
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
授
業
終
了
後
、
テ
キ
ス
ト
改
訂
の

成
否
は
も
と
よ
り
、
学
生
の
授
業
評
価
、
Ｆ
Ｄ
の
観
点
な
ど
か
ら
更
な
る
実
践
報
告

を
期
し
た
い
と
思
う
。 

 注 

(

１) 

今
日
、
文
学
部
と
い
う
学
部
名
を
残
す
大
学
は
少
な
い
。
今
、
便
宜
的
に
用
い
る
。 

(

２) 

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
し
た
日
本
文
学
科
で
あ
れ
ば
、
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
の
計
八
単
位
を
当
て
る
の

が
普
通
で
あ
る
。
教
育
学
部
で
も
選
択
も
含
め
て
計
八
単
位
を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る(

島
根
大

学
教
育
学
部
言
語
教
育
専
攻
国
語
教
育
コ
ー
ス)

な
ど
。 

(

３) 

秋
山
虔
・
三
好
行
雄
編[

編]

『
原
色
シ
グ
マ
新
日
本
文
学
史
』(

第
一
九
刷
版
、
文
英
堂
、
二
〇
一
五
年)

。

惹
句
に
「
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
座
右
に
愛
蔵
！
色
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る
、
日
本
文
学
二
〇
〇
〇
年
史
」
と
あ

る
。
定
価(

税
込)

は
六
四
八
円
。 

 

三
．
漢
文
学
領
域
に
お
け
る
実
践 

三
―
一 

旧
字
体
の
修
得 

本
学
の
教
育
学
部
で
は
、
漢
文
学
領
域
の
科
目
と
し
て
、 

「
漢
文
学
概
論
」（
文
学
史
を
中
心
と
す
る
概
説
） 

「
漢
文
学
Ⅰ
」（
韻
文
作
品
の
読
解
） 

「
漢
文
学
Ⅱ
」（
散
文
作
品
の
読
解
） 

＊
「
国
語
科
内
容
論
Ｃ
」（
日
本
漢
文
及
び
日
本
漢
学
史
） 

＊
「
国
語
科
教
材
分
析
・
開
発
演
習
Ｃ
」（
総
合
演
習
） 

＊
二
〇
一
七
年
度
時
点
で
は
未
開
講 
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の
五
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
教
員
養
成
を
主
た
る
目
的
と
す
る
教
育
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
科
目
で
は
、
一
般
学
部
の
中
国
学
系
科
目
と

は
異
な
る
観
点
、
即
ち
漢
文
を
教
え
る
た
め
に
必
要
な
漢
文
学
関
連
知
識
の
修
得
と

い
う
観
点
か
ら
授
業
を
行
っ
て
い
る
が
、本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
授
業
に
お
い
て
筆
者

が
意
を
以
て
実
施
し
て
い
る
実
践
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

周
知
の
よ
う
に
、
現
行
の
初
等
・
中
等
教
育
の
国
語
科
で
は
、
漢
文
教
材
も
含

め
、
全
て
通
用
字
体
を
以
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
我
々
の
生
活
で
は
旧
字
体

を
用
い
る
機
会
は
限
ら
れ
て
お
り
、か
つ
国
語
教
育
の
現
場
で
も
用
い
ら
れ
な
い
以

上
、
初
等
・
中
等
教
育
の
国
語
科
教
員
に
旧
字
体
の
修
得
は
必
ず
し
も
求
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、筆
者
は
漢
文
学
領
域
の
全
て
の
科
目
に
お
い
て
、

敢
え
て
全
受
講
生
に
旧
字
体
（
い
わ
ゆ
る
康
熙
字
典
体
）
の
修
得
を
課
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

①
授
業
資
料
に
載
せ
る
漢
文
の
原
文
は
原
則
全
て
旧
字
体
を
用
い
、
訓
読
文

に
通
用
字
体
を
用
い
る
。 

②
常
用
字
表
に
基
づ
い
た
新
旧
字
体
対
応
表
を
作
成
・
配
布
し
、
小
テ
ス
ト

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
旧
字
体
の
学
習
に
特
化
し
た
場
を
作
る
。 

な
ぜ
現
在
の
初
等
・
中
等
国
語
教
育
に
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い
旧
字
体
を
修
得

さ
せ
る
の
か
。
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

三
―
二 

漢
文
教
材
研
究
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て 

漢
文
教
材
の
研
究
を
深
め
る
に
は
、
旧
字
体
の
修
得
は
不
可
欠
で
あ
る
。 

ま
ず
工
具
書
を
利
用
す
る
際
に
、
漢
文
の
教
材
研
究
で
必
ず
用
い
ら
れ
る
『
大
漢

和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）
が
旧
字
旧
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。
辞
書
を

引
く
際
に
、
辞
書
の
説
明
文
の
文
字
を
判
読
で
き
な
け
れ
ば
、
教
材
研
究
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
無
論
、『
大
漢
和
辞
典
』
以
外
に
も
旧
字
体
を
用
い
た
字
書
・
辞

書
は
多
く
、例
え
ば
近
年
ち
く
ま
学
芸
文
庫
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
大
槻
文
彦『
言
海
』

（
二
〇
〇
四
年
復
刊
）
な
ど
も
、
旧
字
体
を
知
ら
な
け
れ
ば
満
足
に
読
み
こ
な
せ
な

い
。
辞
書
が
読
め
な
い
教
員
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
明
治
書
院
『
新
釈
漢
文
大

系
』
や
集
英
社
『
全
釈
漢
文
大
系
』、
岩
波
文
庫
の
諸
訳
注
、
或
い
は
冨
山
房
『
漢

文
大
系
』
な
ど
、
閲
覧
し
や
す
く
か
つ
定
評
の
あ
る
参
考
文
献
に
お
い
て
も
、
漢
文

原
文
は
旧
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
旧
字
体
が
読
め
な
い
学
生
（
教
員
）
は
、
教

材
研
究
で
こ
れ
ら
参
考
文
献
を
用
い
る
際
に
、
無
用
の
労
苦
を
強
い
ら
れ
る
。
専
門

学
部
で
中
国
古
典
を
専
攻
す
る
学
生
は
、平
素
の
学
習
や
研
究
に
お
け
る
諸
資
料
の

調
査
・
読
解
を
通
じ
て
旧
字
体
を
自
ず
と
修
得
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
教
育
学

部
の
場
合
、漢
文
学
領
域
に
割
り
当
て
ら
れ
る
学
習
時
間
や
科
目
数
は
限
ら
れ
て
お

り
、
右
の
如
き
自
然
修
得
に
期
待
す
る
の
は
効
果
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
卒
業
研
究

に
漢
文
学
を
選
択
し
な
い
限
り
、「
研
究
」
と
い
う
形
で
漢
文
学
領
域
に
深
く
触
れ

る
機
会
を
得
る
こ
と
も
難
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
旧
字
体
に
つ
い
て
は
一
斉
か
つ
集
中

的
に
学
ば
せ
る
し
か
な
い
。 

 

三
―
三 

古
典
籍
や
中
国
刊
行
の
旧
字
体
資
料
を
用
い
る
た
め 

 

『
論
語
』『
孟
子
』『
唐
詩
選
』
な
ど
、
現
行
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
定
番
教
材

に
つ
い
て
は
、
国
内
で
刊
行
さ
れ
、
か
つ
通
用
字
体
で
閲
読
可
能
な
参
考
文
献
の
ほ

か
、
例
え
ば
『
十
三
経
注
疏
』
や
『
新
編
諸
子
集
成
』（
中
華
書
局
）
の
よ
う
な
影

印
資
料
や
中
国
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
旧
字
体
（
繁
体
字
）
の
文
献
、
さ
ら
に
は
『
説

文
解
字
』『
広
韻
』『
康
熙
字
典
』
な
ど
字
源
や
音
韻
、
解
字
に
関
わ
る
資
料
な
ど
も

教
材
研
究
の
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
旧
字
体
を
修
得
し
て

い
な
い
学
生
（
教
員
）
は
、
た
と
え
相
応
の
漢
文
訓
読
の
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

文
字
の
判
読
に
や
は
り
無
用
の
労
苦
を
強
い
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
字
句
の
検
索
に
す

ら
支
障
を
き
た
す
だ
ろ
う
。
旧
字
体
を
修
得
し
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
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る
際
に
、
少
な
く
と
も
文
字
の
判
読
に
か
か
る
労
苦
は
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
現
在
、
漢
文
学
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、
通
用
字
体
で
利
用
で
き
る
資
料
は
極
め

て
限
ら
れ
て
い
る
。
教
材
研
究
や
自
身
の
学
習
・
研
究
を
深
め
よ
う
と
す
る
学
生
や

教
員
は
、
旧
字
体
に
よ
る
資
料
群
を
利
用
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
我

が
国
の
研
究
者
に
よ
る
中
国
学
関
連
の
研
究
書
・
資
料
集
に
は
、
刊
行
の
古
い
も
の

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
旧
字
体
で
書
か
れ
て
い

る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
併
記
し
て
お
く
。 

 

以
上
は
実
利
的
観
点
か
ら
見
た
理
由
で
あ
る
。
続
い
て
学
問
的
観
点
か
ら
見
た
理

由
を
述
べ
よ
う
。 

 

三
―
四 

字
源
の
理
解
と
解
字 

 

漢
字
教
育
に
お
い
て
も
、
旧
字
体
の
知
識
は
有
用
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要

な
の
は
字
源
や
解
字
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
漢
字
の
解
説
に
お
い
て
は
、

総
論
と
し
て
の
六
書
に
よ
る
漢
字
の
構
成
法
に
加
え
、
一
字
一
字
の
字
源
や
な
り
た

ち
に
基
づ
く
解
字
が
行
わ
れ
る
。
小
学
生
向
け
に
編
纂
さ
れ
た
漢
字
辞
典
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
り
、こ
れ
は
字
源
や
解
字
に
は
旧
字
体
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
例
え
ば
三
省
堂
『
例
解
小
学
漢
字
辞
典
』
で
は
「
練
」
字
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
「
な
り
た
ち
」
を
説
明
す
る
。 

［
形
声
］
も
と
の
字
は
、「
練
」。「
柬
」
が
「
レ
ン
」
と
い
う
読
み
方
を
し
め

し
て
い
る
。（
八
六
三
頁
） 

＊
ル
ビ
省
略
。 

ま
た
学
研
『
新
レ
イ
ン
ボ
ー
小
学
漢
字
辞
典
』
で
は
、 

も
と
の
字
は
「
練
」。「
柬
」
は
束(

た
ば)

と
八(

二
つ
に
分
け
る
し
る
し)

を
合

わ
せ
て
、
た
ば
の
中
か
ら
よ
い
も
の
と
わ
る
い
も
の
を
よ
り
分
け
る
よ
う
す
。

（
七
七
九
頁
） 

＊
ル
ビ
省
略 

と
説
明
し
、
両
者
と
も
に
旧
字
体
の
「
練
」
を
解
字
に
挙
げ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

「
練
」
字
は
通
用
字
体
で
は
「
練
」、
旁
を
「
東
」
に
改
め
ら
れ
た
た
め
、
一
見
す

る
と
「
棟
」「
凍
」
な
ど
と
の
違
い
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
漢
字
学
習
の

初
期
に
お
い
て
は
、
形
音
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
性
に
着
目
さ
せ
る
学
習

が
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、「
練
」
字
の
よ
う
に
、
従
来
持
っ
て
い
た
他
字

と
の
差
異
が
通
用
字
体
に
な
る
こ
と
で
消
え
て
し
ま
っ
た
字
に
つ
い
て
は
、本
来
の

形
音
義
の
関
係
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
説
明
に
支
障
が
生
ず
る
。
例
え
ば

「
練
磨
」
や
「
洗
練
」
な
ど
の
熟
語
に
お
け
る
通
用
字
で
あ
る
「
錬
（
鍊
）」
や
「
煉
」

と
の
旁
の
形
の
異
同
に
つ
い
て
生
徒
が
疑
問
を
持
っ
た
と
き
、
旧
字
体
や
字
形
の
歴

史
に
通
じ
ぬ
教
員
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う
か
。
字
体
は
「
他
の
文
字
と
の
弁

別
に
か
か
わ
る
も
の
」（
１
）

と
は
文
化
審
議
会
の
言
で
あ
る
が
、
通
用
字
体
は
そ
の

障
害
と
な
っ
て
い
る
。「
他
の
文
字
と
の
弁
別
」
に
は
旧
字
体
が
不
可
欠
な
の
で
あ

る
。 な

お
余
談
な
が
ら
、
中
国
の
簡
体
字
で
は
「
棟
」
は
「
栋
」、「
練
」
は
「
练
」
と
、

本
来
の
差
異
を
保
持
し
て
い
る
が
、
旧
字
体
を
学
校
教
育
で
学
ん
で
い
な
い
日
本
人

学
生
は
中
国
語
を
学
ぶ
際
に
「
棟
」
と
「
練
」
の
旁
の
簡
略
形
が
異
な
る
理
由
が
理

解
で
き
な
い
。
我
が
国
の
漢
字
政
策
の
一
つ
の
成
果
、
、
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、小
学
生
向
け
の
漢
字
辞
典
で
も
す
で
に
旧
字
体
を
用
い
た
解
説
は

用
い
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
詳
細
な
解
説
を
常
に
教
員
が
児
童
生
徒
に
施
す
必
要
は

必
ず
し
も
無
い
に
せ
よ
、
自
分
の
教
え
子
が
使
う
可
能
性
の
あ
る
辞
書
に
つ
い
て
、

そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
解
説
を
理
解
す
る
だ
け
の
知
識
を
教
員
が
有
し
て
い
る
こ

と
は
必
須
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
旧
字
体
に
つ
い
て
の
知
識
を
欠
い
て
い
れ
ば
、
小

学
生
向
け
の
漢
字
辞
書
の
説
明
を
理
解
す
る
の
も
困
難
と
な
る
。
中
高
生
向
け
の
そ

れ
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
教
授
す
る
機
会
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
国
語
教
員
は
漢
字

の
字
形
に
つ
い
て
相
応
の
知
識
を
有
し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
学
、
或

い
は
伝
統
漢
学
に
お
け
る
小
学
に
相
当
す
る
学
問
で
あ
る
が
、学
生
時
期
に
旧
字
体
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を
通
じ
て
漢
字
の
字
形
の
多
様
性
に
触
れ
る
こ
と
は
、
か
か
る
領
域
の
学
び
へ
向
か

う
重
要
な
一
歩
と
な
る
。 

 

三
―
五 
常
用
漢
字
表
か
ら
の
脱
却
の
契
機
と
し
て 

 

漢
字
教
育
に
お
い
て
は
、
書
き
取
り
な
ど
を
通
じ
て
児
童
生
徒
に
漢
字
の
か
た
ち

を
教
授
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
漢
字
の
書
き
方
の
正
誤
判
断
、
即
ち
手

書
き
文
字
の
字
形
が
常
に
問
題
に
な
る
。
国
語
教
員
に
は
、
生
徒
の
書
い
た
漢
字
の

か
た
ち
を
評
価
し
、そ
の
正
誤
を
判
断
す
る
た
め
の
然
る
べ
き
知
見
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
常
用
漢
字
表
の
知
悉
の
み
な
ら
ず
、日
中
に
お
け
る
字
体
の
歴
史
や
変
遷
、

近
代
以
降
の
国
語
国
字
政
策
に
つ
い
て
の
知
識
も
含
ま
れ
よ
う
。
当
然
な
が
ら
、
そ

れ
ら
の
知
識
を
欠
き
、
明
朝
体
や
教
科
書
体
と
い
う
特
定
の
書
体
に
お
け
る
書
き
方

を
漢
字
の
「
正
し
い
形
」
な
ど
と
考
え
、
教
授
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。 

 

筆
者
は
授
業
に
お
い
て
し
ば
し
ば
原
典
資
料
の
影
印
を
学
生
に
示
し
て
い
る
。
古

典
研
究
に
与
る
者
に
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
古
籍
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
の
字
体
は
、

康
熙
字
典
体
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
古
籍
（
と
り
わ
け
抄
本
や
木
版

印
刷
本
）に
お
い
て
、漢
字
の
字
体
の
規
範
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

近
代
以
降
、
印
刷
技
術
の
普
及
・
向
上
や
教
育
上
の
理
由

、
、
、
、
、
、
な
ど
に
よ
り
、
あ
る
特
定

の
形
を
規
範
と
し
た
厳
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
飽
く
ま
で
も
そ
れ
は
近
代
以

降
の
事
情
に
過
ぎ
な
い
。学
生
の
誤
字
を
指
導
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
教
員
と
い
う
立
場
と

は
矛
盾
す
る
が
、
漢
字
の
歴
史
に
お
い
て
、
絶
対
的
に
「
正
し
い
形
」
な
ど
は
存
在

し
な
い
こ
と
は
、
や
は
り
一
つ
の
知
見
と
し
て
学
生
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
筆

者
は
考
え
る（
そ
れ
を
実
際
の
漢
字
指
導
に
ど
う
活
か
す
か
は
個
々
の
学
生
に
委
ね

ざ
る
を
え
な
い
が
）。
旧
字
体
の
修
得
と
併
せ
て
、
古
籍
資
料
に
お
け
る
多
様
な
字

体
の
用
例
を
実
見
し
、
字
体
の
歴
史
や
関
連
す
る
政
策
に
関
す
る
知
識
を
修
得
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
学
校
教
育
で
学
ん
で
き
た
通
用
字
体
こ
そ
が
唯
一
の
正、

し
い
、
、
漢
字
の
か
た
ち
で
あ
る
と
漠
然
と

、
、
、
考
え
て
い
た
学
生
は
、そ
の
認
識
を
崩
さ
れ

る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
字
形
に
新
旧
字
体
が
混
在
す
る
意
味
、「
辶
」
や
「
礻
」
な

ど
が
字
に
よ
っ
て
形
を
変
え
る
理
由
な
ど
、漢
字
の
中
に
様
々
な
知
的
探
究
の
緒
を

見
出
し
、将
来
自
分
が
児
童
生
徒
に
対
し
て
教
授
す
る
こ
と
に
な
る
漢
字
と
い
う
文

字
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、学
び
な
お
す
契
機
と
な
る
こ
と
を
筆
者
は
期
待
し
て
い

る
。
ま
た
旧
字
体
の
修
得
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ひ
と
た
び
字
形
の
上
で
常
用
漢
字

表
の
範
疇
か
ら
脱
却
す
る
と
、
そ
こ
に
は
書
道
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
草
書
体
や

行
書
体
、
或
い
は
篆
刻
に
用
い
ら
れ
る
篆
書
体
、
さ
ら
に
は
我
が
国
に
お
け
る
カ
タ

カ
ナ
や
変
体
仮
名
の
成
立
な
ど
、
広
汎
な
字
形
の
世
界
が
拡
が
っ
て
い
る
（
２
）
。
文

字
に
対
す
る
学
生
の
探
究
を
促
す
上
で
も
、既
存
の
漠
然
と
し
た
認
識
を
揺
る
が
す

こ
と
は
大
い
に
意
味
が
あ
る
。 

常
用
漢
字
表
は
、
初
等
・
中
等
教
育
の
漢
字
教
育
を
形
音
義
あ
ら
ゆ
る
面
で
規
定

す
る
根
本
的
な
根
拠
で
あ
る
（
決
し
て
「
目
安
」
な
ど
で
は
済
ま
な
い
）。
そ
れ
ゆ

え
、
国
語
教
育
に
与
る
者
は
そ
れ
に
つ
い
て
知
悉
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ

れ
を
適
切
に
理
解
し
、
使
い
こ
な
し
、
か
つ
未
熟
段
階
に
あ
る
生
徒
の
漢
字
学
習
を

指
導
す
る
た
め
に
は
、
教
員
自
身
の
漢
字
の
知
識
は
決
し
て
常
用
漢
字
表
の
範
疇
に

限
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

三
―
六 

ま
と
め
に
か
え
て 

 

印
刷
技
術
の
進
歩
と
そ
れ
に
と
も
な
う
印
刷
物
の
氾
濫
、情
報
機
器
の
発
達
に
よ

る
書
記
環
境
の
激
変
な
ど
に
よ
り
、
現
代
ほ
ど
人
々
が
漢
字
を
使
用
す
る
時
代
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
漢
字
教
育
と
そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
人
々
の
漢
字
リ
テ
ラ

シ
ー
は
、
か
か
る
時
代
状
況
に
相
応
し
い
も
の
と
な
り
得
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
答
え

は
否
で
あ
ろ
う
。
大
学
生
の
作
文
や
レ
ポ
ー
ト
に
お
け
る
誤
字
誤
用
誤
変
換
を
は
じ
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め
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
誤
用
や
誤
記
も
少
な
く
な
い
。
例
え

ば
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
「
音
楽
は
〝
音
を
楽
し
む
〟
と
書
く
」
の
よ
う
な
漢
字
音
や

漢
語
語
法
を
無
視
し
た
俗
説
を
真
面
目
に
受
け
止
め
る
国
語
教
員
が
い
る
と
は
思

わ
な
い
が
、か
か
る
俗
説
が
俗
説
と
し
て
成
立
し
う
る
我
が
国
の
漢
字
リ
テ
ラ
シ
ー

の
現
状
こ
そ
、
我
が
国
の
漢
字
教
育
の
〝
敗
北
〟
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
葉
は
時
代

と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、決
し
て
無
秩
序
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。 国

語
教
育
に
お
い
て
、
漢
字
学
習
と
は
読
み
書
き
に
属
す
る
ご
く
基
礎
的
な
学
び

で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
膨
大
な
〝
学
〟
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
指
導
要

領
や
常
用
漢
字
表
の
範
疇
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
漢
字
教
育
を
主
に

担
う
べ
き
国
語
教
員
に
必
要
な
漢
字
の
力
と
は
、
難
読
語
を
む
や
み
に
読
み
散
ら
か

、
、
、
、
、

す、
チ
カ
ラ
な
ど
で
は
な
く
、
〝
学
〟
と
し
て
の
漢
字
の
知
識
で
あ
る
。
通
用
字
体
と

は
何
か
、
旧
字
体
と
は
何
か
、
漢
字
音
―
音
読
み
と
は
、
訓
読
み
と
は
何
か
、
声
調

と
は
何
か
、
韻
と
は
何
か
、
漢
和
辞
典
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
解
説
で
き
る
力
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
字
書
（
辞
書
）
の
歴
史
や
種
類
、
漢
語
の
種
類
、
日
中
言
語
交
流

の
歴
史
、
近
代
以
降
の
国
字
政
策
な
ど
、
文
化
・
政
策
と
し
て
の
漢
字
に
関
す
る
知

識
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

筆
者
は
本
学
の
国
語
教
員
養
成
に
漢
文
学
領
域
と
し
て
関
わ
り
な
が
ら
、学
生
に

は
漢
文
読
解
に
か
か
る
知
識
や
訓
練
の
み
な
ら
ず
、何
よ
り
も
漢
字
そ
の
も
の
に
つ

い
て
、〝
学
〟
と
し
て
の
漢
字
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、

常
用
漢
字
表
の
範
疇
に
と
ど
ま
っ
た
知
識
で
は
到
底
足
り
な
い
。
学
生
を
常
用
漢
字

表
の
外
に
誘
う
た
め
の
契
機
の
一
つ
と
し
て
、
筆
者
は
旧
字
体
を
用
い
た
授
業
を
続

け
る
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

注 

（
１
）
文
化
審
議
会
平
成
二
二
年
六
月
七
日
答
申
「
改
訂
常
用
漢
字
表
」
一
三
頁
。 

（
２
）
形
だ
け
で
な
く
、
音
義
に
つ
い
て
も
課
題
は
多
い
。
例
え
ば
小
中
高
の
学
校
教
育
を
経
て
、
果
た
し
て

ど
れ
ほ
ど
の
生
徒
が
音
読
み
と
訓
読
み
の
違
い
を
明
確
に
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
音
と

意
味
の
相
関
性
―
読
み
が
変
わ
る
と
意
味
も
変
わ
る
―
に
つ
い
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
生
徒
が
母
語
の
語

感
以
上
の
も
の
を
そ
こ
に
自
覚
的
に
見
出
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

参
考
文
献 

（
１
）
林
四
郎
・
大
村
は
ま[

監
修]

、
月
本
雅
幸
・
濱
口
富
士
雄[

編]

『
三
省
堂
例
解
小
学
漢
字
辞
典
』(

第
五

版
、
三
省
堂
、
二
〇
一
六
年) 

（
２
）
加
納
喜
光[

監
修]

、
芳
賀
靖
彦[

編]

『
新
レ
イ
ン
ボ
ー
小
学
漢
字
辞
典
』(

改
訂
第
五
版
、
学
研
プ
ラ
ス
、

二
〇
一
七
年) 

 

お
わ
り
に 

  

最
後
に
現
場
経
験
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
内
容
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ

て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。 

 

ま
ず
「
文
法
教
育
」
で
あ
る
が
、
高
等
学
校
の
授
業
現
場
で
こ
う
い
っ
た
内
容
を

折
に
触
れ
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
生
徒
の
文
章
読
解
力
の
育
成
に
プ
ラ
ス
と
な

る
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、高
等
学
校
現
場
で
の
文
法
教
育
の
メ
イ
ン
は「
古
典
文
法
」

で
あ
り
、
現
代
語
文
法
を
教
え
る
機
会
は
ま
ず
な
い
。
中
学
校
現
場
で
は
現
代
語
文

法
が
中
心
に
な
る
が
、
大
学
で
教
わ
っ
た
授
業
内
容
を
そ
の
ま
ま
体
系
的
に
教
え
る

こ
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
学
力
層
が
混
じ
る
中
学
校
現
場
を
念
頭
に
置
く
と
困
難
を
伴

う
で
あ
ろ
う
。
中
・
高
い
ず
れ
の
現
場
に
お
い
て
も
、
大
学
で
の
文
法
教
育
の
内
容

を
活
か
す
方
法
と
し
て
は
、作
品
を
読
み
取
っ
て
い
く
際
に
必
要
に
応
じ
時
間
を
か

け
て
解
説
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

次
に
「
日
本
文
学
史
」
で
あ
る
が
、
現
在
の
高
等
学
校
現
場
で
は
、
以
前
の
よ
う
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に
文
学
史
に
特
化
し
た
参
考
書
や
問
題
集
を
買
わ
せ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
各
教
科
書
会
社
の
「
便
覧
」
が
充
実
し
て
い
る
た
め
、
便
覧
を
買
わ
せ
る
こ
と

で
文
学
史
も
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。文
学
史
だ
け
に
授
業

時
間
を
取
る
こ
と
自
体
ほ
と
ん
ど
無
い
の
が
現
場
の
実
情
で
あ
る
。文
学
史
に
触
れ

る
の
は
、
作
品
が
出
て
来
る
度
に
、
作
品
の
前
後
の
流
れ
や
位
置
づ
け
を
説
明
す
る

か
、
入
試
で
出
題
さ
れ
る
場
合
の
対
策
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
文
学
史
の
流

れ
を
把
握
し
て
い
る
か
否
か
で
は
、授
業
の「
厚
み
」が
変
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
正
宗
白
鳥
」
を
知
ら
な
い
学
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
授

業
を
契
機
に
、
現
場
で
「
岡
山
の
文
学
者
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
授
業
を
創
造
で
き
る

よ
う
な
学
生
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

漢
字
教
育
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
は
学
問
的
知
識
よ
り
も
専
ら
「
漢
字
テ
ス
ト
」

に
関
心
が
行
き
が
ち
で
あ
る
。「
こ
こ
で
止
め
て
い
な
い
の
で
こ
れ
は
誤
り
で
は
な

い
か
」、「
は
ね
て
書
い
て
い
な
い
の
で
正
解
に
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど

採
点
に
お
け
る
「
〇
×
」
に
注
意
が
向
く
。
し
か
し
、
授
業
で
扱
わ
れ
る
漢
字
リ
テ

ラ
シ
ー
を
学
生
が
身
に
付
け
て
現
場
に
出
た
な
ら
ば
、
そ
う
い
っ
た
枝
葉
末
節
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、「
本
質
的
」
に
漢
字
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
き

な
学
問
的
「
武
器
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、
簡
単
に
現
場
の
視
点
か
ら
授
業
内
容
を
見
て
き
た
が
、
学
生
が
各
専
門
的

な
授
業
で
得
た
知
識
を
現
場
で
生
き
た
知
識
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
国
語
科

教
育
法
に
お
い
て
「
知
識
」
と
「
現
場
」
の
橋
渡
し
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。 
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